







































































(Var det gavnlig for Nordens sk前meLiteratur， om den gamle， nordiske 
































































































































































































































































けた神学者H.L.マーテンセン (Martensen，Hans Lassen 1808-84)であっ
た。しかし，最初，マーテンセンはエーレンシュレーャーのポエジーに感動
することから出発したものの，次いで H.ステッフェンスの「偽りの神学と
真実の信仰について.1 (Von tIer falschen Theolegie und demωahren 
Glauben， new ed.， 1831)によって，理性の限界と詩的ファンタジーの意義
を教えられてグルントヴィに接近し，さらにコペンハーゲン訪問中のドイツ













































い，語り手ハンス・クリスチャン・アンデルセンではなく J('Trust the 































お生ける者の手記よりJI(Af en Endnu Levendes Papirer)において，文学
批評という形式で，アンデルセンの長編小説「しがないバイオリン弾き』









































































































ソクラテスを考慮しつつ一一J(Om Begrebet lroni med stadigt Hensyn til 
Socrates， 1841)と「あれか・これかJCEnten-Eller， 1843)によれば，キェ
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つ，それから人聞を脱却させようとする彼の解体的意図の真意は，本質的に
それによって「新たな生ける宗教J(en ny， levende religion)を希求する






































































期的な古代北欧精神史研究「古代におけるわが民族J(V or folkeat i 
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